



平成 +2年 ,月 ,2日受付平成 +2年 0月 2日受理
要約 : 木材価格の低迷が続き林業経営の採算性の低下が続くなど林業を取り巻く環境が厳しいなかで森林所
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になりこれにより +3/-年に 3,202あった市町村は +30+年
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必要性が説かれている また 先の ,回の大合併と異なる
点は住民発議制度を設けるなど自主的な合併の選択肢を用
意している点であるこれらの合併推進の動きにより +333




















































は +,,1,0haである このうち林野面積は +*,2-1haで林野
率 2/., 人工林率は 03.1となっている また 私有林




の 2,-/+人 +,/0-世帯 をピクに減少を続けており 合
併直前の ,**0年 +月では .,02-人 +,/,1世帯 となって
いる








には +,*人であった就業者が ,***年には ,3人にまで減少
しており 特用林産物を含めた林業生産額も村の総生産額
に占める割合で見ると +30*年の ,/ から減少を続け
+33/年には ,.. ,**-年には *.3とその割合を大きく
減らしている このように旧倉渕村において農林業離れが
進んでいるということが明らかとなっている 第 ,次産業










得て ,**-年に実施されアンケト発送総数は 0./件 回




0*代が ,3.3と最も多く 次いで /*代 ,0.0 1*代
,/.2となっているつまり森林所有者の高齢化が進ん
でいるということが明らかとなっているなお男女比割合
については男性が 2/., 女性が +..2となっている
次に回答者の職業については表 .に示すように 年金










り +/ha未満 が ,0.0と最も多くなっている つい
で *./+ha未満 +3.. **./ha満 +../となって
いる /ha未満での所有が 0*./となっており その他の
所有規模の分布状況を見ても旧倉渕村において森林所有者
の所有規模は 小規模所有がほとんどであることが明らか





森林の生育状況については表 0より ,0.*年生 が


























ている 主に自家労力 が 01.-と最も高く 次いで 森


















表 - 森林所有者の年齢 表 . 森林所有者の主たる職業
表 / 森林所有規模について
表 0 所有林の生育状況





は表 +*のとおりで 十分に実施した が ,1./に留まっ
ており 他方 実施したが不十分 ./.* 実施しなかっ
た +1./と合わせると 0,./になっており 所有者の半
数以上が下刈りを十分行わずに育林していることが明らか




営業 で 実施しなかった の割合が高く --.- 会社







次に 間伐作業についてみると販売間伐 表 ++ と切り
捨て間伐 表 +, のそれぞれの間伐について聞いている
が 販売間伐については 実施しなかった が .-.+と
なっており 約半数に達する一方で切り捨て間伐について
は 実施しなかった が ,-.,であることから 旧倉渕村
については販売間伐ができず切り捨て間伐にならざるを得
ないという状況が明らかとなっている そしてさらに 切







と同様に その他自営業 会社員等 恒常的勤務 の所
有者で 実施しなかった の割合が高くなっている
e 販売 生産および林業収入
つぎに木材生産と販売 表 +- についてみると 該当無





表 +* 育林作業の実施状況 下刈り 表 ++ 育林作業の実施状況 販売間伐




いる が +1.2と高くなっており 次いで 森林組合に生
















また +**万円以上の収入があった -件のうち ,件は職業





次に伐採跡地の管理についてである 表 +1 これまで
にみてきたように林業生産がほとんど行われていないこと
も理由の一つとして考えられるが無回答の割合が高くなっ
ている また なし としたものも +1,件になっている






る また 年齢別にみた場合では .*代で -件 /*代で ,
件 0*代で 0件と中高齢層で多くみられるが .*代で特
にその割合が高くなっている さらに 職業別でみた場合
には 自営農業 と 年金恩給 でそれぞれ 1件となっ
ているが高齢者が多かった
また 伐採後植林を行っていない林地の面積みついてみ
ると 表 +2 *+ha というものが 2+.2と最も高く
表 +- 木材生産販売について
表 +. 最後に林業で収入があった時期 表 +0 林業による一年間の収入 過去 /年の平均
表 +/ 間伐収入か主伐による収入かどうか
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次いで ,-ha 3.+ となっており 比較的小規模面
積での未植林となっているが 所有者の規模別についてみ








もう林業をやるきがない としたものは ,件ともに 1*代
の高齢者であったが 所有面積でみると +/ha未満








理したい とするものは /..+となっており 他方で そ
のままにしておく -0., わからない 3.1とする
消極的な所有者も .割強になっている また 無回答まで
含めた全回答の割合で見た場合では 何らかの方法で管理





する傾向にあり 特に 0*代 1*代において顕著にその傾
向を示している 職業別についてみたばあいでも高齢の従








次に今後の森林管理について 表 ,* で 何らかの方法
で管理したい とした所有者に対し管理の方法を聞いたも
のが表 ,+となっている 複数回答であるが 主に自家労
力 が 1+.3と最も高く 次いで 主に森林組合に単発で









管理をしていくものを積極的所有者 放置する  売却
したい としたものを消極的所有者とした場合 年齢別に






積極的所有者が多く 特に 主に自家労力 とする割合が










なった森林管理への意向を聞いたところ 表 ,, 最も多
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The Inﬂuence that Merger of Cities, Towns and
Villages Gives Private Forest Management
By
Takuya SUGINO*, Motokazu NEZU** and Shigeyuki MIYABAYASHI*
(Received February ,2, ,**0/Accepted June 2, ,**0)
Summary : Inﬂuential factors on the will of forest owners (particularly small owners) to managing
forest include the continuing slump of wood price and proﬁt of forestry management-related ac-
tivities, while conditions of surrounds forestry are severe enough to cause forest dilapidation. A fall
of forest management will of the forest owner who are a leading ﬁgures of forest management may
cause problems in the future. On the other hand, in recent years changes in policy in the cities, towns
and villages are leading to the merger of cities, towns and villages. This is a new phenomenon and
should be closely observed. This movement is an important problem in forest management. The
change and continuation of measures for forest management in cities, towns and villages in particular
have a big inﬂuence on forest management and management will of forests. The main focus of this
paper is the inﬂuence that merger of cities, towns and villages have on forestry. I investigated the
forest management awareness of forest owners before merger of cities, towns and villages, based on
questionnaire survey.
Key words : Forest management, merger of cities, towns and villages, forest owner, Forest manage-
ment awareness, a local policy
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